
鳥取県の幼保小連携・
接続の現状及び方向性

令和６年７月３０日（月）
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◆令和６年度第１回幼保小接続推進研修会◆

◆令和５・６年度幼保小接続推進リーダー育成事業（令和6年度事業）研修会◆



小学校等の教職員及び幼稚園教諭、保育教諭、

保育士等が子どもの発達段階に応じた教育・保育

内容について共通理解したり、「幼児の終わりまで

に育ってほしい姿」を踏まえた教育実践等につい

て考えたりすることにより、幼保小の円滑な接続

に向けた幼稚園・認定こども園・保育所等と小学

校・義務教育学校、特別支援学校の取り組みの一

層の推進、架け橋期の教育の充実を図る。
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趣 旨



１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状

  ３ 鳥取県の幼保小の連携・接続の今後に向けて

3

鳥取県幼児教育
応援キャラクター

鳥取県幼保小接続
ハンドブック

幼保小接続
リーフレット



鳥取県教育振興基本計画（令和６年度～10年度） ～未来を拓く教育プラン～
自立して心豊かに 幸せな未来を創造する ふるさととっとりの人づくり

鳥取県幼児教育振興プログラム（第２次改訂版）
遊びきる子ども

～遊びを通した育ちと学びを未来へつなぐ～ 

鳥取県教育のスタートライン！幼児期の教育は「生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもの」

○幼児教育の拠点機能強化の
ため２９年度に開設
○質の高い幼児教育の全県展開

鳥取県のめざす幼児の姿 「遊びきる子ども」
「遊びきる」とは、一人一人が、試行錯誤したり、挑戦したりする中で、自己
発揮をし、様々な葛藤体験を乗り越えながら友達と関わって十分に遊びこ
み、満足感や達成感を味わうことができている状態であると捉えられます。

自己充実感⇒自信
新たな遊びのイメージや見通し、エネルギーを生み出す

「遊びきる」経験が「自己肯定感」を育む

幼児期の教育と小学校教育をつなぐ

鳥取県の幼保小連携・接続

長期的な視点での各市町村・小学校区等での
実態に応じた持続可能な取組へ

鳥取県幼児教育
新興プログラム
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１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性

※５つの領域は、幼児が環境にかかわって展開する具体
的な活動を通して総合的に指導されるものである。

「幼保小接続リーフレット 育ちと学びをつなぐ 幼保小の連携・接続」 参考 5



幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより、幼

稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活

動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことができるようにす

ること。

また、低学年における教育全体において、例えば生活科において育成する自立し生

活を豊かにしていくための資質・能力が、他教科等の学習においても生かされるよう

にするなど、教科等間の関連を積極的に図り、幼児期の教育及び中学年以降の教育との

円滑な接続が図られるよう工夫すること。特に、小学校入学当初においては、幼児期に

おいて自発的な活動としての遊びを通して育まれてきたことが、各教科等における学習に

円滑に接続されるよう、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の

設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと。

「小学校学習指導要領」 総則 第２ 教育課程の編成 ４ 学校段階等間の接続

１．「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導
２．生活科を中心としたスタートカリキュラムの編成
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１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性



「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
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１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性
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５歳児後半の姿であると同時に小学校の始まりの姿でもあります。
この姿を幼保小双方が子どもの育ちを捉える手掛かりとして共有し
ていくことが重要です。

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性



１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性
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「鳥取県幼保小接続ハンドブック『育ちと学びをつなぐ』」（P６）

円滑な連携・接続のためのポイント「３つのつなぐ」

連携 接続
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１ 幼保小連携・接続の考え方と方向性
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令和５年度 学校教育実施状況調査（小学校）
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の状況

①管理職等の連絡協議会
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令和５年度 学校教育実施状況調査（小学校）
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の状況

②合同研修会・保育体験



２ 鳥取県の幼保小連携・接続の状況

東部 中部 西部

幼保小接続
アドバイザー派遣
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（小学校 全県１２２校）

令和５年度 学校教育実施状況調査（小学校）
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の状況

④架け橋期のカリキュラムに
係る園との協議

令和3年度 幼児教育調査
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スタートカリキュラムについて

校区の園と連携・協議していますか？

連携している 連携していない

③スタートカリキュラムの
校区の園との連携・協議
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「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意識した指導の工夫をしている

生活科を中核とした合科的・関連的な指導をしている

短時間学習などを含めた弾力的な時間割の工夫をしている

園で経験した遊び・体験活動を活用している

園での環境構成（視覚支援等）を活用した学びやすい環境作りをしている

教職員や友達とかかわる活動、出会いの楽しさを感じる活動を工夫している

校区のめざす子どもの姿の位置付け・園とのつながりを意識している

園の教職員と校区の子どものめざす姿を共有して、カリキュラムに生かしている

地域・園・小学校の特色を生かした活動を計画している

スタートカリキュラムについて保護者への説明を行っている

子ども自らが主体性を発揮できる学習活動の展開の工夫をしている

小学校の教職員全体で検討・共有している

園の教職員と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有し、子どもの姿の評価…

その他（自由記述）

(%)

スタートカリキュラムを編成する際に大切にしていること

令和３年度 幼児教育調査

（小学校 全県１２２校）

スタートカリキュラム編成のポイント

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の状況



「幼保小接続リーフレット 育ちと学びをつなぐ 幼保小の連携・接続」Ｒ４．２ 16

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の状況
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○５歳児～小学校１年生の２年間を「架け橋期」と位置づけ

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」
令和４年月３１日文部科学省（P１３）

幼保小の架け橋プログラム



架け橋期のカリキュラムのイメージ

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」文部科学省Ｒ４．３．３１（P２１）
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鳥取県架け橋期のカリキュラムの検討・開発のポイント

３ 鳥取県の幼保小連携・接続の今後に向けて



◎幼保小の教職員の互いの保育・教育に対する
相互理解

◎幼保小の教育のつながりを確保する各カリュ
ラムの編成・実施・小学校区等での共有

◎地域の実情に応じた架け橋期（５歳児から小
学校１年生の２年間）のカリキュラムの検討・
開発等の取組の推進

３ 鳥取県の幼保小連携・接続の今後に向けて
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子どもの育ち（姿）を中心に対話しよう！
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